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「CE社会実装に向けた戦略と取組、その課題」

「第32回地域を活かす科学技術政策研修会」 

     分科会A 『資源循環』－ 脱炭素化社会への行動変容 －
主 催：公益財団法人全日本科学技術協会

日 時：2025年1月24日（金） 
会 場： 2日目 分科会A 東北大学 工学研究科総合研究棟講義室2（110号室） 

東北大学 グリーン未来創造機構
グリーンクロステック研究センター
松尾 良夫



グリーンクロステック研究を基軸とする産学共創型研究センター

当センターは、グリーン分野関連企業との産学共創を通じ、次世代放射光施設（ナノテラス）な 
どの最先端施設により取得される各種ビッグデータの分析・利用に基づく研究の推進 並びに当
該研究の成果の社会実装に関する企画及び立案を行い、Society5.0 の実現に向けて取り組ん
でまいります。
地球の環境保全、あるいは枯渇資源の循環利用など、グリーン施策に対して世界的に注目
が集まっています。これらの施策は、環境負荷の低減のみならず、「経済成長と雇用の創出」を
強調し、産業的な施策を通じて環境に対応していく点が、これまでの環境対策との大きな違いと
言えます。しかし我が国では、産官学のいずれにおいても、環境問題と産業との連携が不十分
であり、世界的に遅れを取っている状況です。また欧州などのグリーン先進地域では、環境に
関するビッグデータが多面的に集積さ れ、その高度分析に基づき、先端科学・先端技術を製品
化・実用化にまで結び付ける各種IoTを活用したデジタル化に関する取り組みが加速しています。
これらの状況を踏まえ当センターでは、学外から幅広く多様なマネジメント人材を呼び込むと
ともに、多様なデータを分析可能な先進テクノロジーを導入することで、アカデミアの持つ幅広
いシーズの発掘から社会課題・ビジネス課題の解決までシームレスに対応し、産学共創によっ
てグリーン分野に関するイノベーションエコシステムを構築していきます。
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グリーンX-TECH研究 プラットフォームの構築
先端計測・計算・データ科学融合を基盤とするグリーンクロステック研究プロジェクト
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足立幸志教授

久田 真 教授 高村 仁教授



計測（ナノテラス）と計算(CoSMIC)の融合で日本企業の未来を変える

仮説検証サイクルを高速化．

モノづくり

課題解決

データ科学
AI 等

NanoTerasu

SAXSプロファイルを解析し，球状ナノフィラーのサイズ分布，分散状態(平均距離)を評価

三井化学分析センター株式会社 Webサイト
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課題解決の本丸 東北大学サイエンスパーク

仙台駅

東北大学青葉山新キャンパス

サイエンスパーク：4万㎡

次世代放射光施設
NanoTerasu

2024年本格稼働

仙台駅から９分

地下鉄青葉山駅

国際放射光イノベーション・
スマート研究棟

GX・DX を加速するイノベーションエコシステムの創造

計測・計算融合のDXによる課題解決
NanoTerasu と 先端計測装置群が生成する
膨大な画像データでナノ世界をデジタル化

カーボンニュートラル時代のGXを牽引
革新的電池，省電力半導体，環境負荷を低減す
る材料，持続可能な農業など多様な研究開発

国際集積エレクトロニクス
研究開発センター

グリーンクロステック
研究センター
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リサイクル材料の計測拠点 青葉山ユニバース 6



「第３期SIP サーキュラーエコノミーシステムの構築」

プログラムマネージャー・サブプログラムディレクター 岡部朋永
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社会心理学・社会的認知を専門とする。日本
グループダイナミックス学会・日本社会心理学
会会長を歴任。2018年度日本社会心理学
会出版賞受賞。

1992年 カリフォルニア大学院修了
1992年 名古屋明徳短期大講師
1999年 名古屋大学助教授
2006年 東大助教授
2010年 東大教授

東京大学

唐沢 かおり

サブPD

専門は高分子・複合材の力学モデリング。令
和4年には東北大学よりリサーチプロフェッサーの
称号が付与される。国際複合材料学会におけ
る日本人唯一のECメンバー。

1999年 慶大（院）理工修了
2001年 産総研研究員
2002年 東北大学助教授
2006年 東北大学准教授
2014年 東北大学教授

東北大学

岡部 朋永

サブPD（PMを兼任）

⚫ 文部科学省
⚫ 経済産業省
⚫ 環境省
⚫ デジタル庁

関係省庁

1993年 摂南大学薬学部 修了
2023年 富山大学 学長特命補佐

ハリタ金属（株）

張田 真

サブPD

1985年 京大院・修士修了
1985年 ブリヂストン入社
2015年 常務執行役員
2021年 フェロー

（株）ブリヂストン

小松 秀樹

サブPD

総合科学技術・イノベーション会議

CSTIガバニングボード

PD（議長）、サブPD等、関係省庁、研究推進法人、内閣府（事務局）

推進委員会

循環市場の可視化・
ビジネス拡大を支える
デジタル化・共通化

サブ課題 A

資源循環の拡大を促す
動静脈・静動脈連携

サブ課題 B

循環性向上と可視化のため
のプラットフォーム整備

サブ課題 C

サブPD
唐沢かおり 教授
（東京大学）

サブPD
高岡昌輝 教授
（京都大学）

PM（プロジェクトマネージャー）

研究推進法人（環境再生保全機構）

⚫ CLOMA
⚫ J4CE 等

産業界等

タフな高分子材料を発明、大学発ベンチャーを設立、
ImPACT・ムーンショットのPMや高分子学会会長を務める。
高分子分野の世界的権威。

1986年 東大院修了
1986年 工技院研究員
1991年 東大講師
1994年 東大助教授
2003年 東大教授
2014年 ImPACT PM
2020年 ムーンショット PM
2023年 SIP PD

東京大学

伊藤 耕三

廃棄物処理・リサイクル分野の技術、システム
の開発を研究。廃棄物資源循環学会の副会
長を務め、本分野の専門家。

1993年 京大院修了
1993年 京大工学部助手
2001年 京大工学博士
2002年 京大工学部助教授
2011年 京大教授

京都大学

高岡 昌輝

サブPD

1992年 東大院修了
1999年 東京都立大助教授
2005年 大阪大教授
2014年 東京大学教授

東京大学

梅田 靖

サブPD

廃棄物中間処理、使用済み自動車、家電等
総合リサイクル企業。経産省 ISO TC323
CE国内検討委員会、小型家電小委員会、
循環経済ビジョン研究会 (2019-2020)の
委員をつとめる。

専門は、ライフサイクル工学、エコデザイン、サー
キュラー・エコノミー。CEの国際規格であるISO
TC323エキスパート、日本LCA学会理事を務
め、本分野の専門家。

基礎研究、製品開発、新規事業開発各部門
の常務執行役員を歴任。その間グローバルで
多くの企業、アカデミア、ベンチャーとの協業を企
画推進。

サブPD
梅田靖 教授
（東京大学）

サブPD
小松秀樹 フェロー
（㈱ブリヂストン）

サブPD
張田真 代表取締役
（ハリタ金属㈱）

PD（プログラムディレクター）
伊藤耕三 教授 （東京大学）

PD

サブPD
岡部朋永 教授
（東北大学）

サブPDがPMを併任
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2030年までの30%の目標を設定している。2)
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静脈企業動脈企業 再生材ペレット

DXインフラ欧州動向調査

流通

DX対応
技術開発

分析・計測
データ集積

データの可視化
要件定義

データベース

データ集積拠点

収集セキュリティ付き
データ提供

データ駆動科学・DX対応
（国研・大学・連携省庁等）

⚫ 再生材の品質に関するデータベース構築は、今後の安全な利用、欧州動向を念頭においた長期的な施策検
討、要件定義・規格検討のために必要不可欠。

➡ 静脈企業からのサンプル（ペレット）収集と分析結果による再生材の品質データベース構築

SIPラボに
よる技術支援

再生材利用提案
（循環性向上）

デジタル基盤とプラスチックCEプラットフォーム整備

再生材データバンク構想
日本版DPP
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12デジタル基盤とプラスチックCEプラットフォーム整備
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課題解決の本丸 東北大学サイエンスパーク 13

データバンク拠点
@青葉山ユニバース

NanoTerasu

物性・構造評価装置群を東北大のサイエンスパークに整備
NanoTerasu（構造計測）とともに再生材の物性
・構造データセットを蓄積していく。
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樹脂種
ペレットの色

（分光測色計）
匂い

（臭気計）
密度

（アルキメデス法）

分子量
（ゲル浸透クロマトグ

ラフィー）

引張弾性率
（引張試験）

降伏応力
（引張試験）

曲げ強度
（曲げ試験）

曲げ弾性率
（曲げ試験）

衝撃強度
（シャルピー，アイゾッ

ト衝撃試験）

疲労寿命
（疲労試験機）

固体の粘弾性
（DMA）

ガラス転移点
（DMA）

融点
（DSC）

結晶化度
（DSC）

分子構造・組成
（赤外吸収分光）

MFR
（メルトフロー試験機）

溶融粘弾性
（レオメーター）

分解温度
（TG/DTA）

球晶・異物
（偏光顕微鏡）

ラメラ構造形成度

（小角散乱）
結晶の配向度
（小角散乱，広角回折）

樹脂組成比
（広角回折）

不純物の量
（広角回折）

ボイド，異物の
量・分布

（吸収CT）

分別方式，日時 ペレタイズ日時
ペレタイズ時の温

度湿度
回収地域

樹脂の純度,
混合,添加

デジタル基盤に載せる再生材プラ物性データ候補
（あくまでデジタル基盤の核となるデータを取得・クラウド集積するのが主目的）

循環性向上と可視化のためのプラットフォーム整備

プラスチック情報流通
プラットフォームに
関わる要件

リサイクル材で評
価すべき基本物性

紐づけ
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波長 (nm)

再生材データバンクとMI(マテリアルインフォマティクス)技術を利用した
再生材診断技術及び高品質化処方箋作成のための装置開発

重合度 プロセス

■再生材の物性値測定

(構造物性データ)

再生材物性値

(データバンクへ)

再生材診断技術

■再生材に関する記述子の導入

(分子特性などの特徴量の数字化表記)

再生材高品質化処方箋作成

・SIPの再生材品質向上の研究成果をAIに学習させる
・再生材の記述子から物性予測
・AI解析による再生材高品質化処方箋の作成

少数の測定データから簡便かつ迅速に再生材の品質向上と
利用拡大を実現する汎用装置の開発（最終ゴール）

診断

処方箋（添加剤、プロセス・・・）
(再生材品質向上の最適方法提案)

Raman shift (cm-1)

ラマン分光 近赤外分光

AI駆動型再生材分析評価装置

交換モンテカルロ法による
ベイズ推定の活用

リサイクラー、コンパウンダー、化学メーカー、製品メーカー
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